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の関係では各食品ともに負の相関があった（米飯：r = -0.597,りんご r = -0.648）。 
被験者内の一口量と咀嚼回数の関係について：被験者個人の 0.5 口量，1 口量，1.5 口量
における咀嚼回数は，米飯で 26.5±11.6 回，35.2±15.6 回，45.7±19.7 回と，一口量が増加す
るに従い咀嚼回数も増加した。しかし体積あたり咀嚼回数では，6.1 ±5.0 回/cm3，4.3±3.3
回/cm3，3.7 ± 2.8 回/cm3と減少した（p <0.017)。りんごも同様に，0.5 口量，1 口量，1.5 口
量の咀嚼回数はそれぞれ 19.3±7.4 回，27.8±9.5 回，39.0±12.5 回であったが，体積あたり咀
嚼回数は 4.7±3.6 回/cm3，3.4±2.0 回/cm3，3.1±1.7 回/cm3と一口量が増加するに従って減少
した（p<0.017)。 
米飯とりんごの比較：一口量と咀嚼回数の中央値の米飯とりんごの比較では，一口重量，
一口咀嚼回数，体積あたり咀嚼回数で有意な差があったが，一口体積，重量当たり咀嚼回
数では有意な差がなかった。 
以上より，被験者間では一口量が多いほど体積あたりの咀嚼回数が少なく，一口量が多
い者ほどよく噛まない事が示唆された。被験者内では 0.5 口量の体積あたり咀嚼回数が最
も多く、一口量が増加するに従い体積あたりの咀嚼回数が減少することが判明した。すな
わち，もともとの一口量が違っても「個人の一口量を少なくして食べること」が「咀嚼回
数を増加してよく噛んで食べること」につながることが示唆された。この一口量と咀嚼回
数の関係は，体積あたり咀嚼回数の検討により，米飯とりんごのような物性の異なる食品
においても共通すると考えられた。 
本研究限界として，対象者が歯学部学生の肥満度“ふつう”の女性のみであったことか
ら，今後は肥満者を含む一般成人を対象とした調査による検証が必要である。 
 
【結論】 
被験者間・被験者内の両方で一口量と咀嚼回数には相関があった。一口量を減らすこと
は咀嚼回数を増加させることが示された。 
 
 
